




要約:就学前の極低出生体重免では微細神経学的徴侯 soft neurological signSNS が高率

に出現する。ところが、SNS の正常児における出現頻度についての報告はあまりみられな

い。そこで今回、我々は世田谷区 A 幼稚園年長組 31 名について、日赤で行なったのと同

様な SNS の検査をおこない、極低出生体重児と正常児における SNS の出現頻度の比較検討

をおこなった。その結果、正常児では 60%以上が総ての項目において正常であるが、境界

と判定されたものが、16－32%とかなりの幅で認められた。極低出生体重児の就学前にみ

られる SNSは異常であればある程度意味が持てるが、境界では、これだけでは神経成熱の

遅れを示すだけで、臨床的にはあまり意味が持てないのではないか。他の検査結果と併用

して判断すべきではないかと考えらる。


